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１ 名 称 

紀泉高原鳥獣保護区 

 

２ 区 域 

阪南市所在国有林８０１、８０２、８０６、８０７の各林班、 

岬町所在国有林８１０、８１１の各林班、鳥取池及び同池堤防を含む一円

の区域 

 

３ 面 積 

  約３０５ha 

 

４ 存続期間 

  平成２６年１１月１日から平成３６年１０月３１日まで 

 

５ 鳥獣保護区の指定区分 

  森林鳥獣生息地の保護区 

 

６ 鳥獣保護区の指定目的 

（１）地域の概況 

当該地区は、大阪府と和歌山県を隔てる和泉山脈の西部に位置し、南側

は和歌山県に接する大阪府の南部、阪南市と岬町の南端に位置する。 

当該地区の地形は、標高 200ｍ前後の鳥取池や栄谷池、保護区西側の沢池

等に流れる渓流及びその周辺の標高 400ｍ前後の山林で構成された地形で

あり、地質は後期白亜紀（Ｋ２）の海成堆積岩類ｌに分類されている。 

当該地区内の植生は、コナラ、カシ、ヤマザクラ、ヤマモモなどの広葉

樹林やモチツツジ－アカマツ群集、スギ・ヒノキ人工林で構成されている。

また、今回、拡大を検討している区域である岬町所在国有林 810 と 811 の

林班の植生は、シイ・カシの萌芽林やカクレミノ、シロダモも多い地域で

ある。 

 

（２）鳥獣の生息状況 

   このように多様な自然環境を反映して、鳥獣保護区の指定にあたり実施

した調査では７９種の鳥類の生息が確認され、留鳥と夏鳥の合計５２種の

うち１５種（２９％）の繁殖が確認された。絶滅のおそれのある野生動植
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物種の保存に関する法律施行令の国内希少野生動植物種として、オオタカ、

ハヤブサ、ヤイロチョウの３種のほか、ミゾゴイ、サシバ、ハヤブサなど

環境省レッドリスト掲載鳥類９種が確認されている。 

今回、拡大を検討している区域では、絶滅のおそれのある野生動植物種

の保存に関する法律施行令の国内希少野生動植物種として、オオタカ、ハ

ヤブサの２種のほか、ミゾゴイ、ミサゴ、ハチクマなど環境省レッドリス

ト掲載鳥類７種が確認されている。特に、ミゾゴイについては当該地区内

の渓流部において繁殖も確認されており、また、ミサゴが当地を囲むよう

に３番も繁殖しており、大阪府域では他に例がなく特筆すべき場所となっ

ている。 

さらに、獣類では大阪府レッドデータブック掲載哺乳類であるキクガシ

ラコウモリ、ユビナガコウモリ、キツネ、アナグマ、カヤネズミ、ニホン

イタチの合計６種が確認されており、多くの野生鳥獣の良好な生息地とな

っている。 

 

（３）保護管理に関する事項 

   鳥獣保護員や行政職員による巡視や警察と連携したメジロ等の密猟の取

締りを実施するとともに、鳥獣保護区の境界を明示する標識を設置するな

ど鳥獣保護区の適切な管理に努める。 

また、行政機関やＮＰＯ等と連携し、野鳥観察など人と野生鳥獣との触

れ合いの場や自然環境学習の場として学校教育等に積極的に活用されるよ

う普及啓発に努める。 

さらに、野生鳥獣の生息状況、生息環境を把握するため、鳥獣保護員や

ＮＰＯ等による野生鳥獣の生息状況調査を実施し、科学的データの収集・

蓄積に努め、今後の保護管理に反映させる。 

なお、イノシシ等による農業被害に対しては、市町村や農家等による有

害鳥獣捕獲や農地への侵入防止柵の設置等の被害防止対策に努める。 


